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○須賀川市公募型競争入札実施要綱 

平成14年5月1日制定 

改正 

平成19年3月30日 

平成21年4月1日 

平成22年3月29日 

平成26年3月26日 

平成28年4月1日 

令和2年4月1日 

須賀川市公募型競争入札実施要綱  

（趣旨） 

第１条 この要綱は、市が発注する建設工事の請負契約に係る入札のうち、地方自治法（昭和

22年法律第67号）第234条第2項及び地方自治法施行令（昭和22年政令第16号。以下「施行

令」という。）第167条の規定により指名競争入札に付すると決定した公募型競争入札（以

下「公募型競争入札」という。）の実施にあたり、須賀川市契約規則（平成29年須賀川市規

則第22号。以下「規則」という。）に定めのあるもののほか、必要な事項を定めるものとす

る。 

（対象工事） 

第２条 公募型競争入札の対象となる建設工事は、次の各号に掲げる建設業法（昭和24年法律

第100号）第2条第1項に規定する種類に応じた建設工事の1件あたりの設計金額が当該各号に

定める金額以上のものとする。 

(1) 建築一式工事 500,000千円 

(2) 土木一式工事 300,000千円 

(3) その他の工事 100,000千円 

（入札参加申込資格） 

第３条 公募型競争入札の参加申込みを行う者に必要な資格（以下「入札参加申込資格」とい

う。）は、次に掲げる事項を含めてその都度須賀川市入札参加資格等審査会（以下「審査

会」という。）の審議を経て、市長が決定するものとする。 

(1) 須賀川市競争入札参加資格登録規程（平成30年須賀川市告示第97号。以下「登録規程」

という。）第2条に規定する競争入札参加資格者名簿に登録されている者であること。 

(2) 施行令第167条の4の規定に該当しない者であること。 

(3) 須賀川市有資格業者に対する入札参加資格制限に関する要綱（平成21年4月制定）に基

づく入札参加資格制限期間中の者でないこと。 

（入札参加者募集の公告等） 

第４条 市長は、前条の規定により入札参加申込資格を設定した場合には、規則第6条を準用

するほか、公告の内容についての決定を受け、次に掲げる事項を公告するものとする。 

(1) 公募型競争入札参加申込書（様式第1号）、施工技術提案書（様式第2号）及び入札参加

申込資格を確認できる書類（以下「申込書等」という。）の提出場所及び期限 

(2) 入札参加申込資格 

(3) 須賀川市工事請負契約約款により契約を締結する旨 

(4) その他必要な事項 

２ 前項に規定する公告事項については、須賀川市公告式条例（昭和29年条例第4号）に規定
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する掲示場において掲示の方法により公告するとともに、対象工事を所掌する課（廨）にお

いて閲覧に供するものとする。 

（設計図書の閲覧等） 

第５条 対象工事を所掌する課（廨）長（以下「工事執行権者」という。）は、入札参加希望

者に対し、須賀川市工事請負契約約款、図面、仕様書及び現場説明書（以下「設計図書」と

いう。）を公告の日から当該公告において指定する日まで閲覧に供するものとする。 

２ 入札参加希望者は、設計図書について、公募型競争入札設計図書等に関する質問書（様式

第3号）を工事執行権者に提出することができる。 

３ 工事執行権者は、前項の規定により提出された質問書について、公募型競争入札設計図書

に関する回答書（様式第4号）により速やかに回答するとともに、当該質問書及び回答書を

設計図書の閲覧場所において閲覧に供するものとする。 

（申込書作成説明会等） 

第６条 工事執行権者は、必要により申込書作成説明会を実施するものとし、特に必要がある

と認められるときは、現場説明会を実施するものとする。 

（入札参加の申込み） 

第７条 対象工事の入札参加希望者は、公告において指定する日までに、申込書等各2部を市

長に提出し、入札参加申込資格について確認を受けなければならない。 

２ 前項の規定により入札参加申込資格の確認を受ける場合は、次に掲げる書類を添付しなけ

ればならない。 

(1) 同種工事の施工実績調書（様式第7号） 

(2) 配置予定技術者調書（様式第8号） 

(3) 特定建設業の許可通知書の写し 

(4) 登録規程第9条の規定に基づく資格決定通知書の写し 

(5) その他市長が必要と認める書類 

３ 第1項の規定により提出された申込書等は、次に定めるところにより取り扱うものとする。 

(1) 提出期限以降における差替え及び再提出は認めない。 

(2) 作成に係る費用は、入札参加申込者の負担とすること。 

(3) 申込書等は、返却及び公表を行わず、他の用途には使用しないこと。 

（施工技術提案審査会の審査） 

第８条 工事執行権者は、申込書等の内容について確認したうえで、施工技術提案審査会（以

下「提案審査会」という。）に、公募型競争入札参加申込等一覧表（様式第5号。以下「一

覧表」という。）を作成し、施工技術提案書の内容についての審査を求めるものとする。 

（提案審査会の組織及び任務） 

第９条 提案審査会は、別表に掲げる者をもって組織する。 

２ 提案審査会に会長及び副会長を置き、会長には副市長、副会長には財務部長をもって充て

る。 

３ 提案審査会は、会長が召集し、その議長は会長をもって充てる。 

４ 会長は、施工技術提案書の内容に関し特に必要があると認められるときは、関係職員の出

席を求め、説明又は意見を聴くことができる。 

５ 会長は、提案審査会を代表し、提案審査会の事務を総括する。 

６ 会長に事故あるとき又は欠けたときは、副会長がその職務を代理する。 

７ 提案審査会の庶務は、財務部財政課において処理する。 
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（入札参加者の指名等） 

第１０条 提案審査会の結果に基づき入札参加者の指名を行う場合は、審査会の審議を経なけ

ればならない。 

２ 審査会の審議に付する場合は、須賀川市入札参加資格等審査会設置要綱（平成21年4月1日

施行）第6条第2項に規定する指名候補者選定調書に一覧表を添付するものとする。 

（指名競争入札参加者の指名通知等） 

第１１条 市長は、前条第1項の規定により入札参加申込資格の確認をしたときは、その結果

を公募型競争入札参加資格確認通知書（様式第6号。以下「確認通知書」という。）により

指名競争入札参加申込者に通知するものとする。 

（申込者のうち指名されなかった者に対する理由の説明等） 

第１２条 前条の規定により入札参加申込資格を有しないこととされた者は、公告において指

定する日までに文書によりその理由の説明を求めることができる。 

２ 市長は、前項の規定による請求があったときは、速やかに、文書により回答するものとす

る。 

（入札参加資格の喪失） 

第１３条 第11条の規定により入札参加資格を有することとされた者（以下「入札参加資格

者」という。）が入札の日までに次の各号のいずれかに該当するときは、当該入札に参加す

ることができない。 

(1) 第3条の入札参加申込資格に該当しないこととなったとき。 

(2) 公募型競争入札参加申込書及びその添付書類に虚偽の記載をしたことが明らかになった

とき。 

２ 市長は、入札参加資格者が前項各号のいずれかに該当すると認めたときは、当該入札参加

資格者に対し、その旨を文書により通知するものとする。 

附 則 

１ この要綱は、平成14年5月1日から施行する。 

２ この要綱の施行日において、既に起工の決裁を得ている建設工事については、従前の例に

よることができる。 

附 則（平成19年3月30日） 

この要綱は、平成19年4月1日から施行する。 

附 則（平成21年4月1日） 

この要綱は、平成21年4月1日から施行する。 

附 則（平成22年3月29日） 

この要綱は、平成22年4月1日から施行する。 

附 則（平成26年3月26日） 

この要綱は、平成26年4月1日から施行する。 

附 則（平成28年4月1日） 

この要綱は、平成28年4月1日から施行する。 

附 則（令和2年4月1日） 

この要綱は、令和2年4月1日から施行する。 
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別表（第９条関係） 

施工技術提案審査会委員 

役職 職名 

会長 

副会長 

委員 

委員 

委員 

委員 

委員 

委員 

委員 

副市長 

財務部長 

経済環境部長 

建設部長 

上下水道部長 

農政課長 

道路河川課長 

建築住宅課長 

水道施設課長 
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様式第１号（第４条関係） 
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様式第２号（第４条関係） 
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様式第３号（第５条関係） 
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様式第４号（第５条関係） 
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様式第５号（第８条関係） 
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様式第６号（第１１条関係） 
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様式第７号（第７条関係） 
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様式第８号（第７条関係） 

 


